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「農学イノベーション－新しいビジネスモデルと食・農・環境における技術革新－」 

  
 
日本農業は大きな転機を迎えて、従来の水田農業を中心と

した主穀生産は、農学主導で現在まで技術革新がすすめら
れ、食料の安定供給を担う重要な役割を果たしています。 
 一方、流通部門が主導するビジネスモデルが、主穀以外の
様々な農林水産物を中心にいわゆる「６次産業」として成功
を納め、地域農業を再生しつつあります。 農学が今後の日
本農業の発展にどのように貢献できるかを考えると、「６次
産業」への貢献が重要になる。ところが、現状では分子生物
学のような基礎研究、病理学や土壌肥料学のような生産環境
研究、農業機械・農業工学のような工学部門を含めて考えて
も、その大半が主穀生産部門に注がれているのが現状です。 
シンポジウムでは、６次産業として成功しているビジネス

モデルの紹介、主穀以外の様々な農林水産物のビジネスモデ
ルと技術革新の話題、農学が主穀以外の部門で貢献するため
の発展方向を打ち出しました。 
本書は、その成果の概要を詳細にわかりやすくまとめ、充

実した内容の 1 冊となっています。 
研究者はもとより､学生や一般の方々など関心のある方にも
お奨めします。 
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